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★
公
害
と
言
え
ば
、
古
く
は
栃
木
県
の
足
尾
銅
山

鉱
毒
事
件
、
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
は
、
経
済
成
長

に
伴
っ
て
あ
ち
こ
ち
に
公
害
が
発
生
し
た
。
工
場

の
廃
水
汚
染
に
よ
る
熊
本
県
の
水
俣
病
、
新
潟

県
の
第
二
水
俣
病
、
富
山
県
の
イ
タ
イ
イ
タ
イ

病
、
大
気
汚
染
に
よ
る
四
日
市
ぜ
ん
そ
く
が
4
大
公
害
と
言
わ

れ
て
い
る
。
★
こ
の
公
害
は
、
人
間
の
健
康
に
大
き
な
害
を
与

え
、
最
悪
死
に
至
ら
し
め
る
。
経
済
活
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
公
害
は
、
そ
の
後
、
住
民
の
強
い
抗
議
活
動
、
政
府
の

指
導
、
厳
し
い
環
境
規
制
の
法
律
に
よ
っ
て
、
今
日
で
は
人
体

に
著
し
い
悪
影
響
を
与
え
る
公
害
発
生
は
な
く
な
っ
た
。
★
だ

が
、
時
代
の
変
化
に
つ
れ
て
、
新
し
い
公
害
が
生
ま
れ
て
き

た
。
人
口
減
少
が
進
む
我
が
国
に
お
い
て
、
政
府
は
経
済
活
性

化
の
大
き
な
柱
と
し
て
、
観
光
立
国
を
目
指
し
、
海
外
か
ら
多

く
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
政
策
を
始
め
た
。
予
想
外
の
観
光
客

に
よ
っ
て
、
も
た
ら
さ
れ
る
公
害
で
あ
る
。
★
観
光
公
害
と

は
、
調
査
に
よ
る
と
、
人
体
に
は
悪
い
影
響
は
な
い
が
、
交
通

渋
滞
、
ト
イ
レ
の
不
適
切
利
用
、
ご
み
投
棄
、
文
化
財
の
損

傷
、
白
タ
ク
問
題
、
犯
罪
増
加
、
住
宅
地
で
の
深
夜
の
騒
音
な

ど
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
言
わ
れ
る
外
国
人
観
光
客
に
よ
っ
て
、

平
穏
な
日
常
生
活
が
著
し
く
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

★
私
は
公
害
と
い
う
言
葉
に
少
し
違
和
感
を
覚
え
る
。
来
日
し

て
ほ
し
い
と
政
府
も
自
治
体
も
誘
致
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、
多

く
の
人
が
来
訪
し
た
ら
公
害
と
は
、
観
光
客
に
失
礼
で
は
な
い

か
。
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
は
今
や
3
千
万
人
を
超

え
、
消
費
す
る
額
は
、
4
・
5
兆
円
以
上
に
上
っ
て
い
る
。
そ

れ
で
潤
っ
て
い
る
人
も
多
い
。
★
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
こ
れ
以
上

い
ら
な
い
と
声
を
上
げ
る
よ
り
、
観
光
客
に
マ
ナ
ー
遵
守
を
奨

励
し
、
観
光
立
国
と
し
て
、
観
光
客
受
け
入
れ
の
基
盤
整
備
を

充
実
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
に
好
印
象
を

持
っ
て
も
ら
い
、
再
度
訪
れ
た
い
と
思
う
共
生
社
会
の
実
現
を

計
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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新型コロナウイルス感染症対策本部で指示を出す安倍首相
（出典：首相官邸ホームページ）

う
ん
ざ
り
気
味
の
安
倍
首
相

令和初めての通常国会が召集令和初めての通常国会が召集
大半の質問が桜を見る会に集中大半の質問が桜を見る会に集中

令和初めての通常国会が召集令和初めての通常国会が召集
大半の質問が桜を見る会に集中大半の質問が桜を見る会に集中

令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
国
会
、
第
201
回
通
常
国
会
が
、
1
月

20
日
に
召
集
さ
れ
た
。
天
皇
陛
下
に
は
初
め
て
の
通
常
国
会
の
開

会
式
で
あ
る
。
2020
年
は
東
京
オ
リ
パ
ラ
が
開
催
さ
れ
、
日
本
に

と
っ
て
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。
安
倍
首
相
も
今
国
会
で
、
全
世

代
型
社
会
保
障
制
度
の
実
現
、
憲
法
改
正
等
、
将
来
の
国
政
の
最

重
要
課
題
の
論
議
を
進
め
た
い
気
持
ち
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

残
念
な
が
ら
期
待
が
外
れ
、
予
算
委
員
会
で
は
、
野
党
は
昨
年
に

引
き
続
き
、
桜
を
見
る
会
、
Ｉ
Ｒ
汚
職
事
件
等
に
質
問
が
集
中

し
、
安
倍
首
相
の
答
弁
に
も
い
さ
さ
か
う
ん
ざ
り
し
た
様
子
が
う

か
が
え
る
。
野
党
と
し
て
安
倍
首
相
の
弱
点
を
追
求
し
た
い
気
持

ち
は
理
解
出
来
な
く
も
な
い
が
、
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
如
し

で
、
国
民
は
食
傷
気
味
の
感
じ
で
あ
る
。
そ
こ
へ
降
っ
て
湧
い
た

の
が
、
中
国
湖
北
省
武
漢
市
で
発
生
し
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
。
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
対
応
で
政
府
は
忙
殺
さ
れ
て

い
る
。
ウ
イ

ル
ス
の
早
期

終
息
を
は
か 

ら
な
け
れ
ば
、

中
国
の
習
国

家
主
席
の
来

賓
と
し
て
の

来
日
、
東
京

オ
リ
パ
ラ
の

開
催
に
も
影

響
を
与
え
る 

こ
と
に
な
る
。

思
わ
ぬ
冒
頭

の
国
会
の
様

相
で
あ
る
。
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京
都
市
長
選
挙

京
都
市
長
選
挙

　
　
　
　
門
川
氏

　
　
　
　
門
川
氏
44
選選

底
力
を
見
せ
つ
け
た
共
産
党

底
力
を
見
せ
つ
け
た
共
産
党

東山、安井金比羅宮で訴える二ノ湯議員

①
励
ま
す
会

②
出
陣
式

③
個
人
演
説
会

④
開
票
日

京
都
市
長
選
挙
は
、
2
月
2
日
に
投
開
票
さ

れ
た
。
京
都
市
長
選
挙
は
、
平
成
元
年
の
田
辺

朋
之
市
長
の
選
挙
以
来
、
毎
回
非
常
に
激
し
い

戦
い
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
今
回
も
現
職
と
い

え
ど
も
、
決
し
て
油
断
な
ら
な
い
選
挙
で
あ
っ

た
が
、
門
川
市
長
は
、
共
産
党
支
援
の
福
山
和

人
氏
に
約
5
万
票
引
き
離
し
て
、
4
選
を
果
た

し
た
。
知
事
、
政
令
市
長
選
挙
の
自
民
党
本
部

の
推
薦
は
、
3
期
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

も
、
自
民
党
府
連
内
に
も
、
市
長
4
選
に
つ
い

て
は
、
色
々
と
意
見
が
あ
っ
た
が
、
市
長
の
強

い
出
馬
の
意
欲
と
勝
て
る
候
補
者
、
更
に
は
自

民
党
府
連
側
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
広
域
行
政
を

推
進
す
る
と
の
市
長
の
姿
勢
を
評
価
し
、
自
民

党
府
連
で
は
、
門
川
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
門
川
市
長
は
、
自
民
党
に
続
き
、
公

明
党
、
立
憲
民
主
党
、
国
民
民
主
党
、
社
会
民

主
党
の
推
薦
も
得
て
、
幅
広
い
政
党
の
支
持
基

盤
を
構
築
し
た
。
自
民
党
は
西
田
昌
司
府
連
会

長
の
陣
頭
指
揮
の
下
終
始
、
負
け
る
か
も
知
れ

な
い
と
い
う
危
機
意
識
を
持
っ
て
、
選
挙
を

戦
っ
た
。
共
産
党
推
薦
の
福
山
和
人
氏
は
、
令

和
新
撰
組
の
山
本
代
表
の
強
力
な
支
援
を
得
た

が
、
昨
年
の
知
事
選
挙
で
獲
得
し
た
票
を
若
干

減
ら
し
、
上
積
み
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。
地
域
政
党
の
村
山
祥
栄
氏
は
8
年
前
の
得

票
か
ら
、
か
な
り
伸
ば
す
と
予
想
さ
れ
た
が
、

1
万
票
を
増
や
す
に
と
ど
ま
っ
た
。

1
月
12
日
、
国
立
京
都
国
際
会
館
で
、
門
川

市
長
の
確
認
団
体
で
あ
る
「
未
来
の
京
都
を
つ

く
る
会
」
の
総
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
寒
い
日
で
あ
っ
た
が
、
市
会
、
府

議
会
議
員
の
後
援
会
、
推
薦
団
体
か
ら
、
約

2
千
3
百
人
が
参
加
し
た
。
未
来
の
会
の
立
石

義
雄
会
長
は
、
昨
年
の
知
事
選
挙
で
も
責
任
者

を
務
め
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、「
オ
ー
ル
京
都

で
、
ワ
ン
チ
ー
ム
の
気
持
ち
で
こ
の
選
挙
を
勝

ち
抜
こ
う
」
と
参
加
者
に
訴
え
た
。
門
川
市
長

は
い
つ
も
の
着
物
姿
で
登
壇
、
過
去
12
年
間
の

実
績
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
何
と
し
て
も
選

挙
に
勝
ち
、
総
仕
上
げ
を
し
た
い
」
と
熱
弁
を

振
る
っ
た
。

た
。
自
民
党
か
ら
下
村
選
対
委
員
長
も
駆
け
付

け
、
政
府
か
ら
は
大
阪
選
出
の
竹
本
直
一
Ｉ
Ｔ

政
策
担
当
大
臣
も
激
励
に
来
た
。
新
年
早
々
に

大
型
選
挙
で
負
け
る
と
、
後
の
選
挙
に
も
悪
い

影
響
を
与
え
る
。
過
去
の
市
長
選
か
ら
比
較
す

る
と
、
党
本
部
の
力
の
入
れ
方
は
、
極
め
て
異

例
で
あ
り
、
い
か
に
京
都
市
長
選
挙
を
、
政
府

自
民
党
が
重
視
し
て
い
る
か
を
示
し
て
い
た
。

場
の
責
任
者
は
大
変
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
今

回
、
100
人
の
ノ
ル
マ
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
議

員
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

冬
の
選
挙
は
雪
、
寒
さ
と
の
戦
い
で
あ
る
。

幸
い
に
当
日
は
、
寒
さ
も
き
つ
く
な
く
、
雨
も

雪
も
降
ら
な
か
っ
た
。
朝
早
く
か
ら
、
激
励
に

多
く
の
人
が
駆
け
付
け
、
そ
の
数
は
お
よ
そ

5
百
人
。昨
年
の
知
事
選
挙
以
上
の
人
が
集
ま
っ

門
川
陣
営
は
、
原
則
、
1
日
4
カ
所
で
個

人
演
説
会
を
開
催
し
た
。
自
民
党
の
市
会
議

員
、
市
内
選
出
の
府
議
会
議
員
は
自
分
の
責
任

で
会
場
を
設
営
す
る
。
し
か
も
、
自
民
党
選
挙

対
策
本
部
長
の
西
田
府
連
会
長
の
厳
命
で
、
各

会
場
と
も
、
最
低
百
人
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
寒
い
中
で
、
演
説
会
に
足
を
運
ん
で
も

ら
う
の
は
苦
労
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
最
近
の

演
説
会
は
長
く
て
1
時
間
。
そ
の
た
め
、
第
1

会
場
の
開
始
時
間
は
18
時
で
あ
る
。
会
社
員
は

ま
だ
会
社
、
主
婦
は
夕
食
の
支
度
中
、
第
1
会

報
道
機
関
の
世
論
調
査
で
は
、
期
日
前
投
票

を
含
め
、
門
川
市
長
が
有
利
な
戦
い
を
進
め
て

お
り
、
他
の
候
補
よ
り
も
優
勢
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
問
題
は
投
票
率
で
あ
る
。
市
長
選
挙
の

投
票
率
は
過
去
35
〜
36
％
を
推
移
し
て
い
る
。
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

〇
効
果
を
発
揮
し
た
期
日
前
投
票

参
議
院
政
策
審
議
会

参
議
院
政
策
審
議
会

少
子
化
対
策
に
取
り
組
む

少
子
化
対
策
に
取
り
組
む

昨
年
の
9
月
よ
り
、
滋
賀
県
草
津
市
の
社
会

医
療
法
人
誠
光
会（
草
津
総
合
病
院
）で
理
事
を

務
め
て
い
る
。
誠
光
会
は
滋
賀
県
下
最
大
の
民

間
病
院
で
あ
り
、
私
の
担
当
は
『
予
防
・
健
康

増
進
事
業
担
当
』。

皆
さ
ん
が
病
院
に
行
く
の
は
ど
ん
な
時
か
？

多
く
の
方
々
は
、
病
気
に
な
っ
た
時
、
ケ
ガ
を

し
た
時
で
し
ょ
う
。
医
療
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢

者
が
少
な
く
、
元
気
な
若
者
が
た
く
さ
ん
い
た

昭
和
の
時
代
は
そ
れ
で
充
分
で
あ
っ
た
。

し
か
し
今
、
高
齢
化
率
は
25
％
を
超
え
、
社

会
保
障
費
が
毎
年
1
兆
円
の
ペ
ー
ス
で
増
加
し

て
い
る
。
食
生
活
は
西
洋
化
し
、
ス
ポ
ー
ツ
実

施
率
は
先
進
国
最
低
。
お
ま
け
に
職
場
は
ス
ト

レ
ス
だ
ら
け
、
と
な
れ
ば
3
大
成
人
病
の
リ
ス

ク
は
高
ま
る
一
方
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
健
診
受
診
率
は
50
％
そ

こ
そ
こ
、
保
健
指
導
実
施
率
に
至
っ
て
は
20
％

を
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
健
康
意
識
が
低
く

て
は
、
高
齢
化
と
相
ま
っ
て
、
医
療
費
負
担
が

増
加
す
る
の
は
当
た
り
前
だ
が
、
国
民
の
健
康

を
守
る
べ
き
行
政
、
医
師
会
、
病
院
、
保
険
者

の
取
り
組
み
は
昭
和
の
域
を
出
て
い
な
い
。

私
は
ま
ず
、
地
域
の
経
済
や
雇
用
を
担
っ
て

い
る
経
営
者
の
『
健
康
サ
ロ
ン
』
を
立
ち
上
げ

た
。
食
生
活
や
運
動
習
慣
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

な
ど
の
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

発
信
す
る
こ
と
で
健
康
意
識
を
高
め
て
も
ら

う
。
同
時
に
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で
企
業
と
連

携
を
深
め
、
病
院
の
経
営
改
善
に
も
繋
げ
て
い

く
。ま

た
料
理
評
論
家
の
服
部
幸
應
氏
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

健
康
ch
で
お
馴
染
み
の
松
平
浩
氏
な
ど
、
著
名

人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
市
民
公
開

講
座
も
開
催
し
、
地
域
全
体
に
そ
の
動
き
を
広

げ
て
い
る
。

病
気
や
ケ
ガ
の
患
者
を
病
院
で
待
つ
だ
け
で

な
く
積
極
的
に
地
域
に
出
て
行
く
こ
と
で
、『
治

療
』
か
ら
『
予
防
』
へ
、
の
流
れ
を
社
会
に
定

着
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
私
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。

桜
美
林
大
学
客
員
教
授　

二
之
湯 

武
史

『
昭
和
・
平
成
』
か
ら
『
令
和
』
へ

『
昭
和
・
平
成
』
か
ら
『
令
和
』
へ

〜
医
療
編
〜

〜
医
療
編
〜

草津総合病院の北野理事長と

あ
ま
り
に
も
、
低
い
投
票
率
で
あ
る
と
、
多
く

の
基
礎
票
を
持
つ
共
産
系
候
補
者
が
有
利
で
あ

る
と
、
門
川
陣
営
は
心
配
し
て
い
た
。
投
票
の

締
め
切
り
と
同
時
に
、
各
種
調
査
を
勘
案
し
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
当
選
確
実
を
報
道
す
る
も
の
と
期
待

し
て
い
た
が
、
22
時
前
に
よ
う
や
く
当
確
の
報

道
が
あ
っ
た
。
開
票
の
結
了
結
果
を
見
る
と
、

20
時
過
ぎ
に
当
確
を
流
し
て
も
問
題
な
か
っ
た

が
、
激
戦
で
あ
っ
た
た
め
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
即
時

に
当
確
を
放
送
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

各
政
党
が
推
薦
し
、
大
き
な
選
挙
態
勢
を
組

ん
だ
門
川
陣
営
の
最
大
の
敵
は
、
大
丈
夫
だ
と

い
う
気
の
緩
み
と
、
低
い
投
票
率
で
あ
る
。
西

田
本
部
長
は
盛
ん
に
、
期
日
前
投
票
の
向
上
を

呼
び
掛
け
た
。
そ
の
た
め
、
期
日
前
の
投
票
率

は
、
前
回
と
比
べ
、
35
・
5
％
と
大
幅
増
、
全

体
の
投
票
率
も
前
回
と
比
較
し
、
5
％
以
上
も

伸
び
、
40
・
71
％
と
な
っ
た
。
投
票
率
の
向
上

が
市
長
の
安
定
し
た
勝
利
に
大
き
く
貢
献
し
た

の
も
事
実
で
あ
る
。

昨
年
末
、
2019
年
に
生
ま
れ
た
日
本
人
の
子
ど

も
の
推
計
値
は
86
万
4
千
人
と
公
表
さ
れ
た
。

こ
れ
は
1899
年
に
統
計
を
取
り
始
め
て
以
来
、
初

め
て
90
万
人
を
下
回
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

な
数
字
。
少
子
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
2017
年
に
公

表
さ
れ
た
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

推
計
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
。
4
年
連
続
の

減
少
で
あ
る
。
今
や
少
子
化
は
国
難
と
も
言
う

べ
き
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
未
婚
化
や
晩
婚
化

も
進
行
し
て
お
り
、
昨
年
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル

は
前
年
よ
り
約
3
千
組
少
な
い
58
万
3
千
組
に

と
ど
ま
り
、
戦
後
最
少
と
な
っ
て
い
る
。
少

子
化
対
策
は
、
衆
議
院
に
比
べ
て
任
期
の
長

い
参
議
院
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
じ
っ
く
り
と

腰
を
据
え
て
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
の
で
き
る

課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
参
議
院
自

民
党
で
は
、
年
間
16
万
件
と
い
う
妊
娠
中
絶
を

減
ら
し
て
こ
ど
も
の
命
を
い
か
に
救
う
か
。

5
・
5
組
に
1
組
と
言
わ
れ
て
い
る
不
妊
に
悩

む
カ
ッ
プ
ル
に
ど
う
手
助
け
が
で
き
る
か
。
毎

週
、
勉
強
会
を
重
ね
て
い
る
。
2015
年
に
は
不
妊

治
療
の
結
果
、
誕
生
し
た
命
は
5
万
1
千
人
、

そ
の
年
の
出
生
数
の
5
％
に
相
当
す
る
数
字
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
不
妊
治
療
に
か
か
る
費

用
負
担
や
治
療
開
始
年
齢
等
、
様
々
な
問
題
が

あ
る
。
人
口
減
少
対
策
に
様
々
な
角
度
か
ら
検

討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

不在者投票の増加

2016年 2020年

有効投票数 398,998 467,117

期 日 前
投 票 数 105,550 143,014

有効投票数
へ の 割 合 26％ 31％

増 加 率 100％ 135.49％

増 加 数 37,464
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二
ノ
湯
議
員
久
し
ぶ
り
の
登
板

二
ノ
湯
議
員
久
し
ぶ
り
の
登
板

一
、
新
年
早
々
び
っ
く
り
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

込
ん
で
き
た
。
日
産
元
会
長
で
逮
捕
さ
れ
、
保

釈
中
の
ゴ
ー
ン
被
告
が
、
関
空
か
ら
密
か
に
飛

行
機
で
国
外
逃
亡
し
、
母
国
レ
バ
ノ
ン
に
帰
っ

て
い
た
。
出
入
国
の
検
査
が
甘
い
、
自
家
用
飛

行
機
の
盲
点
を
衝
い
た
。

一
、
か
つ
て
民
主
党
で
一
緒
に
活
動
し
て
い
た

人
た
ち
。
主
義
、
主
張
の
違
い
、
人
間
の
好
き

嫌
い
で
袂
を
分
か
ち
、
立
憲
、
国
民
を
立
ち
上

げ
た
。
そ
れ
が
一
強
自
民
に
立
ち
向
か
う
に
は
、

力
不
足
と
再
び
合
流
を
試
み
た
が
、
上
手
く
い

か
な
い
よ
う
だ
。
覆
水
盆
に
返
ら
ず
か
。

一
、
武
漢
市
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
中
国
政
府
が
発
表
し
た
死
者
数
の
数
倍
が
出

て
い
る
と
指
摘
す
る
人
も
い
る
。
日
本
人
に
も

感
染
し
た
人
が
か
な
り
の
数
に
上
っ
て
い
る
。
早

く
終
息
し
な
い
こ
と
に
は
、
夏
の
オ
リ
パ
ラ
開

催
に
も
、多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

一
、
京
丹
後
市
の
名
誉
市
民
で
、
峰
山
高
校
出

身
の
野
村
克
也
氏
が
亡
く
な
っ
た
。
幼
く
し
て

父
親
を
亡
く
し
、
母
親
と
兄
の
貧
し
い
家
庭
で

あ
っ
た
が
、
母
親
と
兄
の
協
力
で
野
球
を
続
け
、

テ
ス
ト
生
か
ら
、球
界
を
代
表
す
る
選
手
に
な
っ

た
。
そ
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

一
、
拉
致
被
害
者
の
1
人
有
本
恵
子
さ
ん
の
母

親
嘉
代
子
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
。
愛
す
る
娘
に

一
目
会
い
た
い
と
何
十
年
も
思
っ
て
い
た
が
、
と

う
と
う
叶
わ
な
か
っ
た
。
被
害
者
の
肉
親
は
、

年
を
と
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
思
う
と
安
倍
首
相

に
早
く
解
決
し
て
く
れ
と
言
い
た
く
な
る
。

一
、
ア
メ
リ
カ
下
院
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
弾

劾
決
議
案
が
可
決
、
上
院
の
弾
劾
裁
判
で
無
罪

評
決
。
大
統
領
の
弾
劾
と
言
え
ば
、
ニ
ク
ソ
ン

大
統
領
を
思
い
出
す
。
国
家
の
元
首
、
世
界
の

最
強
指
導
者
を
辞
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ

カ
の
議
会
。
日
本
で
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご
支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に
ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

二
ノ
湯
議
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眞
龍
書
道
展
に
出
品

二
ノ
湯
議
員
眞
龍
書
道
展
に
出
品

中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
が
国
賓
と
し
て
、

春
に
来
日
予
定
で
あ
る
。
尖
閣
諸
島
へ
の
領
海

侵
入
等
を
考
え
る
と
、
国
賓
と
し
て
迎
え
る
こ

と
に
異
議
を
挟
む
人
が
多
い
。
そ
ん
な
雰
囲
気

の
中
で
、
先
日
、
参
議
院
自
民
党
議
員
総
会
の

席
で
、
議
員
の
1
人
が
、「
自
民
党
国
会
議
員
が
、

党
幹
部
の
一
存
で
、
一
律
5
千
円
を
歳
費
か
ら
天

引
き
し
て
、
中
国
政
府
に
支
援
金
と
し
て
送
る

の
は
お
か
し
い
。
各
議
員
の
自
主
性
に
任
せ
る
べ

き
だ
」
と
勇
気
あ
る
発
言
を
し
た
。
そ
の
結
果
、

強
制
で
な
く
、
賛
同
者
の
み
と
な
っ
た
。

自
民
党
部
会
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
に

つ
い
て
厳
し
い
意
見
が
相
次
い
だ
。
大
河
ド
ラ

マ
「
い
だ
て
ん
」
が
終
了
し
た
。
視
聴
率
は
終

始
低
く
、
年
間
8
・
2
％
で
、
大
河
ド
ラ
マ
の

過
去
最
低
を
記
録
し
た
。
制
作
者
の
責
任
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。

新
し
い
大
河
ド
ラ
マ
に
「
麒
麟
が
く
る
」
が
決

ま
っ
た
。
明
智
光
秀
を
主
人
公
に
取
り
上
げ
て

ほ
し
い
と
、
京
都
府
知
事
は
じ
め
、
府
下
の
自

治
体
の
長
が
10
年
越
し
に
陳
情
し
て
い
た
。
そ

れ
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
、
丁
寧
な
説
明
や

何
の
返
答
も
な
か
っ
た
。
誰
が
ど
こ
で
「
番

組
」
を
決
め
る
の
か
、
決
定
過
程
が
不
透
明
だ

と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。
大
河
ド
ラ
マ
は
多
額

の
製
作
費
が
支
出
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
そ
ん
な

声
が
出
る
の
も
当
然
で
あ
る
。

衆
議
院
予
算
委
員
会
で
令
和
2
年
度
国
家
予

算
案
の
審
議
を
終
え
て
、
参
議
院
予
算
委
員
会

で
も
審
議
が
始
ま
る
。
衆
議
院
で
は
、「
桜
を
見

る
会
」
に
質
問
が
集
中
し
、
国
民
も
い
さ
さ
か

食
傷
気
味
で
あ
る
。
野
党
の
立
場
と
し
て
、
安

倍
首
相
の
弱
点
を
追
及
し
た
い
気
持
ち
は
理
解

で
き
る
が
、
そ
れ
だ
け
が
国
政
の
課
題
で
は
な

い
。
予
算
委
員
会
は
重
要
な
国
家
予
算
の
質
疑

の
場
で
あ
る
。
野
党
の
立
場
か
ら
、
予
算
に
対

す
る
し
っ
か
り
し
た
見
解
を
示
し
て
も
ら
い
た

い
。
参
議
院
予
算
委
員
会
で
も
野
党
は
「
桜
を

見
る
会
」
の
質
問
を
繰
り
返
す
で
あ
ろ
う
が
、

自
民
党
は
与
党
と
し
て
、
予
算
案
を
中
心
に
国

政
全
般
に
わ
た
る
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
二
ノ
湯
議
員
は
、
自
民
党
の

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
、
質
問
に
立
ち
、
安
倍

首
相
以
下
閣
僚
に
わ
が
国
が
直
面
す
る
問
題
に

つ
い
て
、
与
党
で
は
あ
る
が
、
是
々
非
々
の
立
場

か
ら
、
政
府
の
方
針
を
質
す
予
定
で
あ
る
。
二

ノ
湯
議
員
が
質
問
に
立
つ
の
は
、
平
成
30
年
6

月
18
日
に
開
か
れ
た
決
算
委
員
会
以
来
で
あ
る
。

大
阪
市
立
美
術
館
で
2
月
18
日
か
ら
始
ま
っ

た
眞
龍
書
道
会（
会
長
高
見
廣
流
）主
催
の
真
龍

書
道
展
に
二
ノ
湯
議
員
は
今
年
も
出
品
し
た
。

今
回
の
作
品
は
、「
紆
余
曲
折
は
人
生
の
常
な

り
」。
長
い
人
生
に
は
、
山
あ
り
、
谷
あ
り
、

い
い
時
も
あ
り
、
失
意
の
時
も
あ
る
。
二
ノ
湯

議
員
も
75
才
に
な
り
、
人
生
を
振
り
返
り
、
そ

ん
な
心
境
に
な
っ
て
き
た
。

永
田
町
異
論
・
公
論

中
国
へ
の
義
援
金
に
異
議
あ
り

　
　
　
自
民
参
議
院
か
ら
反
対
の
声

大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」
の
責
任
追
求

　
　
　
　
　
　
　
　
終
始
低
視
聴
率
で
終
了


